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Ｕ

だ
な

～くりかえし生かそう　限りある資源～

町
で
は
、
急
増
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
の
減
　
資
源
ゴ
ミ
・
ペ
ツ
小
ボ
ト
ル
回
収
に

量
化
・
資
源
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
資
源
ゴ
ミ
回
収
報
償
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、
町
民
総
参
加
に

よ
る
ゴ
ミ
減
量
化
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
出
し
方
し
だ
い
で
、
ゴ
ミ
が
資
源
と
し
て
生
か
さ
れ

ま
す
。

　
不
用
と
な
っ
た
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
類
、
空
ビ
ン
類
、
鉄

く
ず
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
な
い
で
資
源

ゴ
ミ
回
収
や
古
紙
回
収
業
者
へ
出
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

噛‘

み

･

●
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･.･　‾　新聞紙　　　　　　　　　　　　　　　　圖●　　|II!:

ペットボトル

幽

ﾋﾞｰﾙびん･ｼﾞ.:1-ｽのびん

　･嘔．　｜　　．●　　　　　　

由

加　

-ｽの缶．こﾙの95

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｊ ･一 一 一 一

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
出
し
方
し
だ
い
で
資
源
に
も
な
る
ゴ

　
ミ
。
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
協
力
い
た

　
だ
い
た
団
体
に
対
し
て
報
償
金
を
交
付

’
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
回

収
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
１
回
の
資
源
ゴ
ミ
（
一
般
廃
棄
物
の

う
ち
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
古
紙
類
、

空
び
ん
、
ア
ル
ミ
ヘ
・
鋼
類
、
鉄
く
ず
、

布
類
な
ど
）
回
収
で
５
０
０
㎏
以
上
を

共
同
集
荷
し
、
回
収
業
者
に
売
却
し
た

団
体
に
は
、
回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き
５

円
と
Ｉ
回
の
回
収
で
３
千
円
の
報
償
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、

い
て
は
、

W

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
に
つ

ー
回
の
回
収
で
２
０
０
本
以

上
を
共
同
集
荷
し
た
団
体
に
対
し
、
―

本
に
つ
き
５
円
の
報
償
金
を
交
付
し
ま

す
。

団
体
と
は

　
町
内
の
自
治
会
、
婦
人
会
、
子
供
会

育
成
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
で
、
規
模
が
お
お
む
ね
2
0

世
帯
以
上
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
住

民
の
団
体
。

協
力
団
体
の
届
出

　
毎
年
度
、
第
１
回
目
の
資
源
ゴ
ミ
回

収
の
実
施
時
ま
で
に
「
資
源
ゴ
ミ
回
収

団
体
届
出
書
」
を
町
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
問
合
せ
先

＊
町
民
生
部
保
健
諜
�
8
2
－
１
２
３
４

＊
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
�
8
2
－
３
４
２
４

２



６
１
８
リ
の
ゴ
ミ
が

　
資
源
化
・
（
滅
量
）
へ

　
こ
の
資
源
ゴ
ミ
回
収
運
動
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
８
年
度
１
年
間
で
約
６
１
８
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
資
源

化
（
減
量
）
並
び
に
約
2
0
万
５
千
本
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
回
収
内
訳

新
　
聞

小布ダ雑

紙

　
　
　
　
浩

之
ボ
ー
ル
類

３
５
１
・
９
回

１
０
７
・
８
ト

　
３
３
・
２
ト

☆
回
収
本
数

類
　
　
　
４
・
４
良

計
　
４
９
７
・
３
ト

子供会・育成会の廃品回収

.ら.

Eﾆ1

ビ
　
ン
　
類
　
１
１
１
゛
８
回

診
　
く
　
ず
　
　
３
・
―
回

ア
ル
ミ
・
銅
類
　
　
６
・
Ｏ
回

小
　
　
　
計
１
２
０
・
９
回

　
　
　
　
計
　
６
１
８
・
２
旨

団体別資源ゴミ・ペットボトル回収実績表年度

　
　
　
　
　
　
　
成

２
ｏ
５
、
４
９
７
本
平

No， 団体名 資源ごみ ペットボトル No. 団体名 資源ごみ ペットボトル

１ 三修会壬生北剣道教室 Kg 1,400本 36 睦小学校ＰＴＡ 13,277Kg 5,696本

２ 睦作業所親睦会 41､792 28､700 37 安　塚小　兄　童　会 7,900

３ 馬　謁　白　治　会 6,082 I､350 38 藤井小学校ＰＴＡ 16,390 2,085

４ 国谷外道自治会第13班 |,681 1,300 39 壬生中学校ＰＴＡ 57,555 9,8ﾌ１

５ 安塚　三　自　治　会 23､402 ﾌ,174 40 若　草　町　育　成　会 I,550 28ﾌ

６ 壬生町消費者友の会 7､888 41 至宝町北育成会 ﾌ,715 I､020

７ ll　宍　町　自　洽　会 19,240 3.599 42 滅　雨　婦　人　会 3,461 1､700

８ さくらんぼ共同保育園育てる会
7,227 2､047 43 ひまわり会（文化部） 2,550

９ 雇用促進住宅内育成会 4,377 1,3ﾌ8 44 ゆ　う　が　お　会 10,990 6,900

10 車　塚　育　成　会 4,551 894 45 ひまわり会（スポーソ部） 300

□ 下台団地子供会育成会 5,970 3､050 46 仲通町子供会育成会 8,428 1,823

12 中　汲　町　自　治　会 6,008 1,093 47 羽生田小学校ＰＴＡ 35､902 583

13 第一化成清泉寮 1,0()0 48 壬生来小ＰＴＡ 4,162

14 せせらぎ学園第３班 2,752 49 ひばりケ「i1育成会 4､245

15 やすづか保育園保護者会 4,834 4,083 50 西高野老人クラブ フ,480

16 城　東　町　白　治　会 1,200 ５１ い　ず　み　野　球部 8､856

17 万　町　自　治　会 12,593

15,811

8.335 52 六美町南部第二育成会 |ﾌ,417

18 緑町一丁目自治会 5､812 53 幸町一丁目育成会 2,124

19 六美町北部育成会 ﾌ,133 339 54 緑町三、四丁目育成会 3,276

20 壬　生　か　保　育　園 フ､573 4,586 55 幸町=ﾕ丁目育成会 3,304

21 緑町二丁目自治会 8,1H 2,465 56 六美町南部第一育成会 9,669

22 弥　　　生　　　会 5,164 I,897 57 駅家子供会育成会 17､742

23 落　合　自　治　会 6､800 58 県営壬生住宅自治会 7､397

24 上田子供育成会 19,151 1,533 59 幸町四丁目育成会 6,095

25 い　ず　み　自　治　会 4,137 2,799 60 ル水プラッツ２２ 1,100

26 稲葉小学校ＰＴＡ 1,500 61 安塚小学校ＰＴＡ 40,061

27 落合子ども会育成会 7,569 705 62 生活改善鹿高クラブ 13､907

28 星　の　宮　育　成　会 7､145 567 63 いずみ自治会育成会 6,982

29 千生北小児低会 790 64 上　通　町　自　治　会 ]2,244 1,783

30 栄　町　育　成　会 2,975 248 65 申泉子供会育成会 9,260 800

31 壬生小学校ＰＴＡ 13､451 66 下　横　町　自　治　会 23,456 3,949

32 幸町二丁目自治会 屯250 67 南犬飼中学校ＰＴＡ 15,440 18,280

33 北小林子併合育成合 12,375 1,200 68 県営壬生住宅育成会 3,250

34 東　下　台　育　成　会 ﾌ,852 1,623 69 ㈱　新　優　本　店 2,250

35 至　宝　南　育　成　会 6､509 1,400 70 今　井　白　治　会 4,750

合コ回言丿回｀､､G､(1゛｀.(こ11;｀,|,|塵J
618､235 205,497

良
き
缶
舗
の
散
乱
防
止

る

捨
て
な
い
で
　
大
事
な
資
源

空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
を
進
め
、
き
　
　
の
ほ
ど
、
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、
栃
木
県
央
都
市
圈
空
き
缶
等
散

乱
防
止
対
策
協
議
会
（
４
市
1
2
町
）
が

主
催
と
な
り
、
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止

と
再
資
源
化
を
進
め
る
た
め
の
標
語
の

募
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
応
募
総
数
５
、
２
１
７
点
の
中
か
ら

入
賞
作
品
1
9
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

あ
な
た

《
最
優
秀
賞
》

捨
て
な
い
で
　
大
事
な
資
源
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
心

　
　
　
　
（
真
岡
市
浅
香
博
之
さ
言

　
《
優
秀
賞
》

捨
う
よ
り
　
捨
て
な
い
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
掛
け

　
　
　
玉
三
川
町
　
柳
田
　
博
郎
さ
言

‐
捨
て
を

し
な
い
さ
せ
な
い

　
　
　
み
ん
な
の
誓
い

　
　
　
（
南
河
内
町
　
植
木
　
正
さ
ん

《
佳
　
作
》

空
き
缶
を
　
捨
て
ず
に
た
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
利
用

宝
生
町
鹿
ノ
戸

茂
登
子
さ
ん

　
ほ
か
1
5
点

よ……ち………゜::

空
き
缶
な
ど
の
な
い
、
き
れ
い
な
ま

実
現
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

３



平
成
９
年
度

　
４
月
3
0
日
壬
生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
た
第
１
回
壬
生
町
行
政

協
力
委
員
会
議
の
席
上
、
清
水
町
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
行
政
協
力
委
員
さ
ん
に
は
、
町
へ
の
要
望
事
項
の
提
出
や
町
か

ら
の
広
報
、
各
種
通
知
の
配
布
を
は
じ
め
、
防
犯
活
動
、
環
境
美

化
、
社
会
福
祉
の
推
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

壬
生

自
治
会
名

地

区

上伸栄舟城東上今下中下
一

一

-
万旭

　　好通通　　　東下表　横表表

町町町町町町町町台町井町町町

山

委
　
員
　
名

岸
　
英

中

村

正

鈴

木

重

男昭夫

福

田

修

治

大

島

官

治

宮

詰

庫

雄

鮎

田

敏

彦

平

石

一
一一

上

内

山

島

根

粕

尾

戸

埼

鈴

木

勝
　
男

良
　
男

正
　
之

定
　
代

柴
治
郎

松
　
市

信
　
士

－ － - ♂ r 「

上
　
新
　
町

下
馬
木
（
壬
生
）

至星台前上田原馬戚戚西

卜宿　　・

北宮坪坪坪向宿場南内野

六
美
町
北
部

ひ
ば
リ
ケ
丘

緑
町
一
丁
目

緑
町
二
丁
目

荒

川

薩

葉

渡

辺

高

田

佐

藤

橋

本

黒
　
川

須
　
藤

毛
　
輝

石
　
島

小
谷
野

絹
　
井

中
　
山

大

島

稲

垣

青

柳

矢

崎

光
　
暁

　
　
稔

勝
　
三

正
五
郎

徳
　
一

本
三
郎

正
　
男

清
　
司

　
　
豊

光
　
男

幸
　
作

重
　
雄

武
　
夫

十
四
元

　
　
稔

豊
　
治

　
　
側

W

幸
町
一
丁
目

幸
町
二
丁
目

幸
町
三
丁
目

幸
町
四
丁
目

お
も
ち
や
の
ま
ち

い
　
ず
　
み

六
芙
町
南
部
第
一

車
　
　
　
　
塚

六
美
町
南
部
第
二

下
台
団
地

駅
　
　
　
　
東

至
宝
町
南

県
営
壬
生
住
宅

吉横川南

田塚上雲

逸敬徳

郎一次明

中

尾

靖
一
郎

福大佐寺

田楽藤岡

　宗善

栄二光威

増

山

次

男

伊

藤

録

一

荒

川

富

夫

石

島

孝

幸

葉
地
区

島坪渕

梁鯉甫

島沼坂

安勝正

司雄通

下
馬
木
（
稲
葉
）

台北中西松本上下

粂

川

義

雄

宿原央部厚郷町町

山篠篠山大小稲神

日原原名森倉葉長

昌ア　　　　　國秀

夫キ尚侍保光光文

福鯉束下

和

田沼原坪

安千石清

納塚川水

一彦昭づ?S!
　一
美郎三次

・
南
犬
飼
地
区

助中上上安安北

　　　長塚塚小

谷泉田田ニー林

粂臼粂中小潮山

川井川川林田井

憲芳敬　　　悦邦

一雄一淳条穂夫

落助

　谷

合原

糸清

井水

重鍋

義雄

　　４

国
谷
中
央

国
谷
新
田

狸
協
医
大
職
員
寮

緑
町
三
丁
目

緑
町
四
丁
目

国
谷
外
道

安
　
塚
　
三

安
塚
南
部

若
　
　
　
　
草

国
谷
本
田

大

粟

美

光

高

山

市
　
村

石
　
田

粉
　
問
　
俊

日
向
野

川
　
津

福

島

渡

辺

越

安

塚

中

央

藤

渾

守仁勧請薫舞

三
四
郎

　
　
浩

利
　
男

　
　
操

　
自
治
会
相
互
の
円
滑
な
運
営
と
連
帯

感
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
並

び
に
住
民
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
内
8
0
自
治
会
の
自
治
会

長
さ
ん
に
よ
る
壬
生
町
自
治
会
連
合
会

が
組
織
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
3
0
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が

新
役
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

自治会連合会役員名簿

(敬称賂)

謙回晰万

会　長

言願1　案言| 細微纏
石　川　昭　三 東　　原

副会長 高　根　定　代 上通町

ク 潮　田　悦　穂 安塚一

理　事 中　村　正　昭 中表町
々 宮　詰　庫　雄 泉下台

夕 柏　尾　柴治郎 三好町

々 小谷野　幸　作 合　　坪
夕 犬　森　　　保 桧　　原

ク 清　水　刃　次 下　　坪

夕 粂　川　憲　一 助　　谷

夕 高　山　　　舞 国谷新田

ク 糸　井　重　義 落　　合

監　事 犬　栗　宗　二 車　　塚
夕 福　鳥　三四郎 安塚南部

会　計 宮　詰　庫　雄 泉下台

-

ヨ

;自



傷
心
印

阻
瀋
濤
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
朧
諒
リ
ｒ
Ｆ
一
　

肖
一
’
一
゛

火
・
4
1
1
言
言
言
ｉ
　
詣
圭
’
　
　
自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
１
１

再
委
｀
嘔

　
　
　
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
ｊ
Ｊ
Ｉ
　
　
　
詣
循
頭
頂
顎
１
１

　
日
ご
ろ
皆
さ
ま
の
身
近
な
場
所
で
、

行
政
上
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
相

手
と
な
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

橋詰　通氏大森　忠氏

橋
詰
　
通
氏
と
大
森
　
忠
氏
の
お
二
人
が
、
平
成
９
年
４
月

１
日
付
で
総
務
庁
長
官
か
ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識
者
の
中
か
ら
総
務
庁
長

官
が
委
嘱
し
て
い
る
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
て
苦
情

の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
意
見
を
も
と
に

行
政
運
営
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
を
仕
事
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
月
１
回
（
下
記
の
日
程
）
定
例
的
に

相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
橋
詰
　
通
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8
　
�
8
2
－
０
２
５
９

◇
大
森
　
忠
　
壬
生
町
通
町
３
－
1
2
　
　
�
8
2
－
２
０
３
３

田
村
渠
・
市
氏
が
受
章

　
４
月
2
9
目
付
で
平
成
９
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本

町
で
は
、
田
村
柴
市
氏
（
西
高
野
）
が
、
永
年
に
わ
た
る
消
防
活
動

の
功
績
に
よ
り
、
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
勲
六
等
瑞
宝
章

田
村
条
市
氏
（

7 5
歳
）

　
壬
生
乙
２
、
４
５
５
番
地
１

　
　
八

三

Ｌ
　
Ｉ
Ｓ
４

　
　
瀾
ぽ

ド

辿
ノ

　
゛
｀

゛
…
…
…
’
・
゛ 一

席
－
一
宍
、
．
‘
‘
、
〃
’
ｙ
’
、
ソ
’
　
　
　

゛

琳

七

　
ｊ
ｊ
　

‐
…
…
…
　

尹

＼

　
田
村
氏
は
、
壬
生
町
立
青
年
学
校
を

卒
業
後
、
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、

昭
和
1
2
年
に
壬
生
町
警
防
団
の
団
員
と

な
り
、
兵
役
を
経
て
昭
和
2
3
年
、
新
制

消
防
団
の
分
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
　
以
来
、
卓
越
し
た
統
率
力
と
判

断
力
で
有
事
の
際
の
み
な
ら
ず
、
設
備

の
近
代
化
・
水
利
の
確
保
と
い
っ
た
物

　－　　　一一　一白行政帽談日程

時間は、いずれも午前９時～正午

的
基
盤
の
整
備
を
率
先
し
て
推
し
進
め

る
ほ
か
、
団
員
の
待
遇
改
善
、
制
服
・

制
帽
の
導
入
、
教
育
訓
練
体
制
の
確
立

な
ど
、
組
織
面
の
改
革
に
も
り
Ｉ
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
部
下
の
信
頼
は

厚
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
9
年
か
ら
の
副
団
長
時
代
に
は
、
栃

木
県
消
防
協
会
功
績
章
・
勤
紋
章
を
受

賞
、
ま
た
、
町
社
会
教
育
委
員
と
し
て

も
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
4
2
年
か
ら
4
6
年
ま
で
、
壬

生
町
消
防
団
団
長
を
務
め
る
ほ
か
、
栃

木
県
消
防
協
会
評
議
員
を
兼
任
さ
れ
、

在
任
期
間
中
に
は
日
本
消
防
協
会
精
績

章
・
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
を

　
平
成
９
年
度
栃
木
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
総
会
が
４
月
1
5
日
、
宇
都
宮
市
の

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
席

上
、
栃
木
県
自
治
会
連
絡
協
議
会
常
任

理
事
・
町
自
治
会
連
合
会
長
の
石
川
昭

三
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
功
労
者

（
個
人
の
都
）
と
し
て
知
事
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
往
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
コ
ミ
ュ
子
ア

イ
づ
く
り
に
顕
著
な
初
鏡
を
あ
げ
た
方

を
対
象
に
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
石
川

さ
ん
は
、
自
治
会
長
と
し
て
自
治
会
組

織
の
拡
充
、
町
自
治
会
連
合
会
の
発
足

才
白
壮
　
　
」
氏

　
ミ
ム
プ
ノ

△
二

☆

゛

…
…

…

太
一
｛
、

｀ 一

｀ ．
．
・

゛
．
、

・
・
゛
、

｝

召

｀
　
；
ぐ
　
　
毎
a
l
目
Ｈ

　
　
　
　
ｊ
ｌ
ｌ
　
=

」

六
十
　

″
｝

ｎ

ｊ
゛
ｊ
予
゛
よ
　

ぺ
石

へ
の
尽
力
や
県
自
治
会
連
絡
協

議
会
常
任
理
事
と
し
て
県
連
組

織
の
充
実
な
ど
地
域
住
民
と
一

緒
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
犬
づ

く
り
、
地
域
社
会
づ
く
り
へ
の

貢
献
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
表

彰
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

自
治
会
功
労
者
を
表
彰

　
町
二
士
生
町
自
治
会
連
合
会
（
石
川

昭
三
会
長
）
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
行

受
賞
、
退
団
後
は
、
5
0
年
か
ら
９
一
年
ま

で
町
農
業
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

警
防
団
時
代
よ
り
3
0
年
余
の
永
き
に
わ

た
っ
て
、
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
消
防
団
幹
部

と
し
て
本
町
の
消
防
体
制
の
確
立
、
後

進
の
育
成
指
導
、
技
術
向
上
に
専
心
し
、

地
域
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

政
協
力
委
員
並
び
に
自
治
会
長
と
し
て

尽
力
さ
れ
た
方
々
を
自
治
会
巡
合
金
総

会
の
席
上
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

◇
受
賞
者
（
敬
称
略
）

・
水
野
甲
子
夫
（
下
横
町
）

・
出
井
　
　
清
（
上
表
言

・
小
沼
　
政
彦
（
城
東
町
）

・
鈴
木
　
金
夫
（
仲
通
言

・
平
井
信
太
郎
（
至
宝
町
北
）

・
岩
田
　
幸
治
（
六
美
町
南
部
第
一
）

５



壬
生
町
消
防
団

新
体
制
ス
タ
ー
ト
μ
‥

　
壬
生
町
消
防
団
の
本
部
役
員
が
、
４

月
―
日
付
で
、
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

　
長
い
問
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
梁

高
安
男
団
長
が
退
団
さ
れ
、
新
た
に
副

団
長
の
中
根
幸
男
さ
ん
が
団
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
非
常
災
害
時
に
お
い
て
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
り
、
そ
の
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
と
い
う
大
き
な
任
務
を

拒
わ
れ
る
方
々
で
す
。

◇
壬
生
町
消
防
団
本
部
役
員
（
敬
称
賂
）

団　　副

ク　団

長長

第
一
分
団
長

第
二
分
団
長

第
三
分
団
長

第
一
分
団
扇
分
団
長

筈
．
分
団
扇
分
団
長

第
三
分
川
副
分
団
長

中

根

幸

男

鈴

木

正

美

木吉大関石

村岡橋本井

　　公和訳

功粂一夫一

荒

川

安

男

清

野

信

夫

　’　　　　　　　　　ｕ　　　　　ｙ　　　　　’
∧千千

ヽ-

　
町
消
防
団
（
団
長
中
根
幸
男
・
団
員
２
０
３
名
）
の

第
1
6
回
壬
生
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
４
月
2
0
日
、

町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
、
団
員
た
ち
が
日
頃
の
修
練
、

そ
し
て
こ
の
日
に
向
け
て
の
２
週
間
に
わ
た
る
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
４
月
に
新
団
昌
］
（
４
７
‥
名
）
を
迎
え
、

団
員
の
士
気
高
揚
と
消
火
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
、

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
（
７
部
）
と
小
型
ポ
ン
プ
の
部

（
８
部
）
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
わ

た
る
か
け
声
と
統
制
の
と
れ
た
連
携
動
作
に
、
思
わ
ず

足
を
止
め
て
見
入
る
人
た
ち
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

成
　
　
績

◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

士1
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町消防団ﾎﾟﾝﾌﾟ操法大会

第
２
分
団
第
５
部
（
釜
ケ
渕
・
原
坪
・
鹿
島
）

準
優
勝
　
第
２
分
団
第
４
部
（
鰹
沼
・

　
　
　
　
市
原
∴
稲
加
号

三
　
位
　
第
１
分
団
第
３
部
（
万
町
・

　
　
　
　
上
新
町
・
壬
生
下
馬
水
・
西

　
　
　
　
高
言

　
　
　
）

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小
林

　
　
　
　
・
安
塚
地
区
・
上
長
田
・
お

　
　
　
　
　
も
ち
や
の
ま
ち
地
区
）

第３分団第１部

　
　
　
　
馬
木
・
上
町
・
下
座

三
　
位
　
第
１
分
団
第
４
部
（
馬
場
、
原

　
　
　
　
宿
、
田
向
、
上
坪
、
前
宿
坪
、
台
坪
）

○
優
に
八
に
関
‥
口

◇
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
・
指
揮
者
　
梁
島
原
智
（
第
２
分
団
第
５
号

　
・
１
番
長
　
若
林
秀
明
（
第
２
分
団
第
５
部
）

　
・
２
番
長
　
越
路
正
二
第
２
分
団
第
５
部
）

　
・
３
香
具
　
鈴
木
　
均
（
第
２
分
団
第
５
部
）

◇
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
川
場
　
浩
（
第
２
分
団
第
１
部
）

・
１
香
具
　
鈴
本
庄
治
（
第
３
分
団
第
１
部
）

・
２
番
長
　
中
川
代
志
夫
（
第
３
分
団
第
１
部
）

・
３
委
員
　
森
田
　
博
（
第
３
分
団
第
１
部
）

・
４
寄
鍋
　
鈴
木
正
人
（
第
３
分
団
第
１
部
）

６



ピエロのピンキーちゃんの、楽しい

　
　
　
町
で
は
、
町
民
の
方
に
国
際
的
視
野
を
広
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

乙
海
外
行
政
視
察
団
を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

し
　
　
今
年
は
ヽ
平
成
1
2
年
に
国
内
最
大
級
の
花
と
緑
の
祭
典
。
第
1
7
ロ

匹
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
l
y

b
H
‐
i
生
総
合
公
園
で
開
催
す
る
こ

も
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
に
先
立
ち
先
進
地

３‐
　
等
を
視
察
し
て
、
町
民
参
加
に
よ
る
国
際
的
感
覚
が
あ
ふ
れ
た
花
と

シ
　
緑
が
彩
る
緑
化
フ
ェ
ア
と
す
る
た
め
ヽ
そ
し
て
’
緑
豊
か
な
公
園
都

　
　
市
み
ぶ
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
で
る
た
め
実
施
い
た
し
ま
す
。

乗り物のおもちゃが大集合した『世界の乗

り物おもちゃ展』。

　
①
　
　
画
　
壬
生
町

　
☆
≒
回
国
　
イ
タ
リ
ア

１ １
ロ
ー
マ
他

　
三
谷
七
万
等
　
（
都
市
緑
化
等
視
言

　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
コ
ハ
リ

　
　
　
　
　
　
（
植
樹
祭
に
参
加
等
）

　
白
　
　
程
　
９
月

1 5
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
～
９
月
2
4
日
永
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1 0
日
言

言
二
千
・
・
ハ
員
　

1 2
名

言
言
弁
才
費
　

4 6
万
円

　
　
　
　
　
　
町
助
成
金
　

３ １
万
円

　
　
　
　
　
　
参
加
置
只
拒
金
　

1 5
万
円

　
※
但
し
、
そ
の
他
共
通
経
費
４
万
円

　
　
及
び
保
険
料
等
が
必
要
で
す
。

…
…
…
一
一
一
・
・
・
一
‐
‐
一
一
・
・
・
・
・
一
一
=
Ｄ
　
Ｃ
Ｒ
3
0
日
（
月
）
ま
で
に
申

　
百
万
よ
Ｉ
　
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
　
　
　
　
　
入
の
う
え
、
町
総
務
部
総

　
　
　
　
　
　
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

◇
応
募
資
格

①
町
内
居
住
者
で
、
前
記
の
視
察
目
的
に
．

　
洽
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
積
極
的
に
善
一

　
加
で
き
る
方
及
び
参
加
す
る
意
欲
の
あ
‐
‐

　
る
方

②
心
身
と
も
に
健
康
で
、
規
律
あ
る
団
体

　
行
動
が
で
き
る
方

③
事
前
研
修
・
事
後
研
修
及
び
オ
リ
エ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
る
方

※
公
費
に
よ
る
海
外
研
修
事
業
に
参
加
し

　
た
こ
と
の
あ
る
方
及
び
海
外
渡
航
歴
が
、

　
３
回
以
上
あ
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◇
言
言
’

　
　
決

- －

一

一 一 一-

さ
い
。
（
申
込
用
紙
は
、
　
◇
竺
ザ
ヤ
‐
‐
・
・
’
。

町
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

参
加
者
に
っ
い
て
は
、
壬

生
町
国
際
交
流
推
進
会
議

に
お
い
て
、
選
考
の
う
え

決
定
い
た
し
ま
す
。
選
考

結
果
は
、
本
人
宛
通
知
い

た
し
ま
す
。

町
総
務
部
総
務
課

　
　
�

8
2
－
１
り
心
り
Ｊ
４ 一 一 一 一 　 - 一 一 一 一 -

フ



-

　
　
「
孫
の
結
婚
式
に
一
犬
揃
っ
て
元
気

に
参
加
す
る
の
が
夢
で
す
ね
。
」
と
話

し
て
く
れ
た
一
衛
さ
ん
・
フ
ミ
エ
さ
ん

ご
夫
妻
。

　
大
正
1
3
年
、
稲
葉
に
生
ま
れ
た
一
衛

さ
ん
は
昭
和
1
2
年
に
稲
葉
尋
常
高
等
小

密達者　　＼

カッフル⑩）

鯉沼
高橋

｢身近な静物｣

　　南犬飼中学校３年

　　　　粂　川　明　弘

一　衛さん(ワ３)

フミエさん(ワ２)夫妻

青
春
ス
ケ

ッ
チ
対

膏
１
。

にぎやかな家庭を築くのが理想

　　　　　　緑町三丁目　　小野えみ子さん

　　｢旅行が好きで、両親と近県の温泉などによく

行きますが、一緒に海外旅行もしてみたいです｡｣

というえみ子さん。

　趣味はテニスやスキーなどのスポーツ、そのほ

か写真を撮ることが好きで、旅行先にはよくカメ

ラを持って行くそうです。さらに最近、華道を習

い始めたそうで、日々新たな事に挑戦しています。

　　｢将来は、子供の多いにぎやかな家庭を築くの

が理想です｡｣と話してくれました。

｢抽象立体による構成｣

　　南犬飼中学校３年

　　　　落　合　麻理恵

礁
◎
⑩
忌

８



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

学
校
を
卒
業
し
た
後
、
家
業
の
農
業
を

継
ぎ
ま
し
た
。
戦
時
中
は
、
昭
和
1
9
年

に
軍
へ
入
隊
し
、
満
州
（
現
在
の
中
国

東
北
部
）
で
終
戦
を
む
か
え
ま
し
た
。

帰
国
後
も
農
業
を
続
け
て
い
た
一
徹
さ

ん
は
昭
和
2
8
年
、
謝
犬
飼
尋
常
高
等
小

学
校
を
卒
業
後
、
実
家
で
農
業
の
手
伝

い
を
し
て
い
た
同
い
年
の
フ
ミ
エ
さ
ん

と
結
婚
し
、
以
来
二
人
で
今
日
ま
で
農

業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　
結
婚
し
た
当
時
は
麻
・
干
瓢
・
米
麦

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
米
作
が
中
心
で
、
そ
の
ほ
か
家
で
食

べ
る
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
お
二
入
が
健
康
面
で
気
を
つ
け
て
い

る
の
は
食
事
で
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や

塩
分
の
摂
り
す
ぎ
な
ど
に
は
特
に
気
を

つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
の

こ
と
に
は
、
「
あ
ま
り
気
を
使
い
過
ぎ

な
い
で
、
自
分
の
好
き
な
事
を
し
て
過

ご
す
の
が
健
康
に
は
い
い
と
思
い
ま
す

ね
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
趣
味
は
、
一
衛
さ
ん
が
菊

の
栽
培
・
骨
董
品
（
昔
の
生
活
小
道
具

な
ど
）
の
収
集
、
フ
ミ
エ
さ
ん
は
読
書

（
文
芸
作
品
・
紀
行
物
）
だ
そ
う
で
す
。

現
在
、
お
宅
に
は
小
学
２
年
生
と
５
年

生
の
お
孫
さ
ん
か
お
り
、
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
が
、
お
二
人
の
「
共
通
の
趣
味
」

と
言
え
そ
う
で
す
。

‐

　

　

　

　

’

Ｉ

　

‐

　

－

Ｉ

ｊ

ｊ

初
夏
を
Ｊ
わ
せ
る
好
天
の
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肖
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μ
ｇ
　
　
　
紅
隠
居
で
　
　
　
　

総
局
　
敬
二

　
　
　
　
　
ニ

Ｌ
づ
・
△
土
入
ゾ
ゾ

ー‘ ‐
1
.

…`
…
｛

‘
＾
’ 八

白
対
座
I
M
9
9
4
1
慮
ｈ
　
摩
加

元
気
に
ス
タ
ー
ト
す
る
参
加
者

　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
駒
崎
敏

雄
会
長
）
主
催
の
第
1
5
回
壬
生
町
青
少

年
健
全
育
成
歩
け
歩
け
奉
仕
大
会
子

ォ
ー
ク
ラ
リ
上
が
４
月
2
9
日
、
安
塚

小
学
校
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
に
、

親
子
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

な
ど
約
４
０
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
参
加
者
が
大
会
趣
旨

に
賛
同
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
名
の
入
っ
た

ワ
ッ
ペ
ン
を
つ
け
て
歩
き
、
そ
の
Ｐ
Ｒ

代
を
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
（
財
）
栃

木
県
ア
イ
バ
ン
ク
、
（
財
）
栃
木
県
盲

導
犬
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
寄
付
す
る
と
い

う
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
に
参
加
し
て
歩
く
こ
と
が
そ
の
ま

ま
社
会
奉
仕
に
な
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
日
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
に

恵
ま
れ
、
参
加
者
た
ち
は
与
え
ら
れ
た

コ
マ
図
を
頼
り
に
、
壬
生
北
小
学
校
折

り
返
し
の
約
５
・
８
�
の
コ
ー
ス
に
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

チピッ子アルバム
瞳
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　
　
（
父
）
小
牧
　
裕
之
さ
ん

　
　
（
母
）
　
ク
　
　
敦
子
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

（
安
塚
中
央
）

雪
だ
る
ま
さ
ん
　
ま
た
来
年
あ
い
ま
し
ょ
う
。

やん（２歳）

(鍬下台)
　　（父）亀山　一史さん

　　（母）ク　　陽子さん

お母さんから一言

明るく元気な子に育って下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･゛

　　「チビッ子アルバム」に出てくれるお子さんを募集しています。ご希望の方は、写真に簡単なメッセージを添えて

　　町企画財政課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。
９
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彗
観
入
Ｈ
ご
の
メ

7 9
デ
Ｊ
ｊ
Ｌ
鑓
‐
昌
魏

　
鳥
居
誠
一
郎
・
恭
子
ご
夫
妻
（
「
箱
根
八
里
」
の
作
詞
者
鳥
居
　
枕
ご
子
孫
）
が
視
察

　
町
で
は
、
城
址
公
園
の
橋
の
掛
け
替

え
整
備
工
事
を
進
め
て
来
ま
し
た
が
、

こ
の
程
完
成
し
４
月
2
7
日
、
「
箱
根
八

里
」
の
作
詞
宗
鳥
居
　
沈
の
ご
子
孫
鳥

居
誠
一
郎
・
恭
子
ご
夫
妻
（
東
京
都
往

往
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
整
備
さ
れ
た
橋
は
、
城
址
の
イ

メ
九
ン
を
印
象
づ
け
た
中
央
部
が
高
い

太
鼓
型
と
夕
刻
か
ら
の
時
間
帯
に
は
橋

及
び
周
辺
の
古
木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

る
装
置
が
設
け
て
あ
る
ほ
か
、
人
が
橋

を
渡
る
際
に
欄
干
に
設
置
し
た
セ
ン
サ

;

ﾐ

ﾌ

'

li

lご二j

１
が
自
動
的
に
感
知
し
「
箱
根
人
里
」

「
浜
千
鳥
」
「
す
み
江
の
花
咲
く
頃
」
の

オ
ル
ゴ
ー
ル
調
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
視
察
に
訪
れ
た
鳥
居
さ
ん

ご
夫
妻
は
、
人
が
通
る
た
び
に
流
れ
る

「
箱
根
八
里
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聞
き

な
が
ら
「
古
城
に
祖
父
の
曲
を
流
し
て

い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
橋
を
渡
る
鳥
居
さ
ん
ご
夫
妻
▽

　
Ｉ
ら
Ｑ
ほ
ｌ

　
　
ゴ
『

１

に
。
二
に
。
づ

一
心
９
１
贈

一

　
栃
木
県
明
る
い
社
会
づ
く
り

協
議
会
壬
生
支
部
（
田
中
義
一

会
長
）
で
は
、
４
月
４
日
、
町

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
新
入

学
児
童
の
黄
色
い
帽
子
４
２
９

個
（
男
子
用
２
３
１
個
、
女
子

用
１
９
８
個
）
を
町
内
８
小
学

校
に
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
が
交

通
事
故
に
遭
う
事
な
く
、
健
や

か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、

同
支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
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　壬生町交通安全母の会（田中ミヨ会長）では、会員一

人ひとりが交通安全の願いを込めた手作りの『愛の鈴』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ

囲・にj ?-｀m

ｌ ｍ ｜

耘

謳朧朧願

詣 乙皿皿訟証し

回．　　　゛

　慰霊牌管理委員会（三上義市会長）主催の戦役者合同

慰霊祭が４月８日、東雲児童公園の慰霊牌前で執り行わ

れ、遺族会、軍恩会、日毎会関係者ら約110名が参列し

ました。

　先の対戦で祖国のために尊い生命を落とした、800余柱

の英霊に向けて三上会長が祭文を奏上し、つづいて清水

町長、松井町議会議長らが音庫の言葉を述べました。町

４５０個を町教育委員

会を通じて、町内８小

学校の新入学児童へ贈

りました。

　この『愛の鈴』は、

母親の立場から新入学

の子どもたちが交通事

故などに遭う事なく、

健やかに成長してほし

いとの願いを込めて贈

っているものです。

W ’

文化協会の大

橋会長による

奉吟の後、参

加者全員で白

菊の花を献花

しました。

　また、午後

には､同公園広

場で少年剣道

の奉納試合が

行われました。

　　　　　　10

寄
　
付
（

。
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

社
会
福
祉
協
議
会
）

‐ ‐ ‐ ‐

言
数
字
は
寄
付
回
数
）

金
４
万
５
千
１
７
６
円
③

　
パ
土
フ
ー
ア
イ
ド
ル
お
客
様
一
同
様

金
７
千
円
⑤

　
壬
生
町
婦
人
会
編
物
敦
室
生
一
同
様

金
２
万
２
千
１
２
１
円
①

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ナ
ッ
ク
Ｔ
＆
Ｋ
様

金
２
千
５
５
０
円
①

　
中
央
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
貝
会
水
目
込
人
形
会
様

金
５
万
円
⑩

　
　
　
　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ
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教える命をあなたの手でが
あなたは家庭で、大切な人が倒れたときに

ｙｘ ／ ／． 救いの手をさしのべられますか？

『空白の７分間』

　１１９番通報後、

　救急車が到着するまで

　　　平均７分間かかります。

『助かるはずの命を助けることができるのは』

　普通救命講習会に参加した

　　　“その場に居合わせたあなたでず

　唐貰疾病柳蔭）（無料）

◇日　　時　　６月11日（水）　９：30～12 : 30

◇会　　場　　石橋地区消防組合消防本部

◇問合せ先　　石橋地区消防組合救急救肋係

　　　　　　　　　　　　　�0285－53－ 6 1 6 7

　　　　　　　　壬生分署　　　�８２－２０００

　　　　　　　　安塚分遣署　　　�８６－ １８００

※講習は、だれでも参加でき簡単に覚えられます。

※消防署では、上記のほか９年度普通救命定期講習を３

1予定しています。

　まちのうごき

　　　　５月１日現在

総人口,=40,0詞人……=ぐ……:ぐ…………=,154）

　男　19,689人（　　7）

　女　20,323人（　46）

世帯数12,592世帯（　77）

　　　　（　）内は前月比

に大納　●●６
納変期　国町月
付込限　民県の
しみ間　年民納
ま合際＿金税税
しいは納．、＿等
ょま　｀期６　１
うす納限月期
゜　゜付６分及

　お窓月‾び
　早口30　全

　めが日　納　　　－　－

６

月
の

納
税
等

｜

町ぺ⑦

管

八

で圧

仁心昌
≒
二

↑
蘇
生
の
チ
ャ
ン
ス

リンカーの

　救命曲線

２　３　４　５　６ 8　9　10

　　　呼吸停止からの時間→　｛分丿
呼吸加停止しても、人工呼吸をするこ

とにより３分以内で75％の命加役えま

すが、７分後では10％以下となり、時

間加たてばたつほど命を役えるチャン　ー

スを失います。

　　QべＶても迷子じやなむ

｡､乙り　　ｰ!、
｀･り

　　　あっ､野鳥一ヒナだ。かわいい～！　　　　　－

　　　　ても､絶対に連れていかないて。

4･7sままにしてすぐに４め瑞ｔ立ち歯りましょう。

●ママからのお願い！

ぽうやは､まだ五和こ痕べないだけ。

草く､ぼうやのそぱを鮭れてね。

あなたがそこにいると､恐くて近づけません。

咆やさしい皆さんにお願い

あなたがそこにいると､恐くて近

咆やさしい皆さんにお願い

私のぽうやを連れていかないで。

゜○

べ
き
。
‘
。
ｊ
一
／
’
ｌ
″
／

“
１
Ｉ
’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
／
ｒ
｀
’

！１

父
母
の
墓
た
ん
ぽ
ぽ
だ
け
が
輝
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

雀
の
子
映
り
障
子
を
開
け
ら
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

幼
名
で
呼
び
合
い
奏
の
長
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
　
ト
シ

奏
任
や
猫
一
匹
の
青
信
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
早
苗

俳
　
　
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
節
子

パ
チ
ン
コ
な
ど
縁
な
き
女
と
思
い
居
し

に
戦
果
誇
り
て
話
し
て
ゆ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

花
の
夜
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
パ
ネ
ル
展

そ
の
惨
虐
に
目
を
そ
む
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
カ
ズ
子

金
魚
に
と
投
げ
し
パ
ン
屑
池
に
浮
く
を

鴉
は
巧
み
に
掠
め
て
ゆ
け
り

独
暮
し
の
夜
は
こ
よ
な
く
寂
し
い
と

友
の
電
話
は
夕
暮
に
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

短
　
　
歌

文
化
協
会
文
芸
部
選

⑤⑤

ノ



ロシアの歌と�りの蓑健たちが轍る、

　　　　　　　素敵なファミリーコンサート

ﾚﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ認含轜菌/aﾚ麗麗園
☆日　時　７月26日(土)

　　　　　　ＰＭ６：００開場

　　　　　　ＰＭ６：３０開演

☆会　場壬生申央公民館

　　　　　　　　　　大ホール

☆共　演壬生少年少女合唱団

☆入場料　２､０００円(全白出席)

　　(未就学兄の入場はできません)

　※入場券は、壬生中央公民館、

　　稲葉・南犬飼出張所、壬生町

　　施設振興公社事務所(総合公

　　園内)で取り扱っています。

☆主　催回壬生町施設抜荷公社

☆後　援　壬生町教育委員会

☆問合せ先壬生中央公民館

　　　　　　　　�８２－ ０１ ０８

｀･ﾐｇ

一 一 一 一 一 一 -

染
色
界
の
巨
匠

　
　
吉
同
　
久

く
う

空

ぼ
く

木

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
出
身
で
昭
和
の
初
期
に
日
本
染

色
界
を
舞
台
に
、
染
織
図
案
や
染
織
作
品
を
発
表
し
た
日
本

を
代
表
す
る
染
色
家
・
高
久
空
木
の
業
績
に
つ
い
て
調
査
し

た
結
果
、
型
紙
染
の
人
間
国
宝
・
芹
沢
鮭
介
と
並
ぶ
素
晴
ら

し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

高久空木氏

　
空
木
は
、
小
学
校
の
代
用
教
員

を
務
め
る
高
久
古
道
の
６
男
と
し

て
、
明
治
4
1
年
（
１
９
０
８
年
）

に
稲
葉
村
に
生
ま
れ
、
本
名
を
畔

と
い
い
ま
す
。

　
昭
和
７
年
日
本
美
術
学
校
図
案

科
を
卒
業
と
同
時
に
、
広
川
根
五

郎
（
東
京
芸
術
大
学
図
案
科
主
任

教
授
）
の
内
弟
子
に
入
り
、
ロ
ー

ケ
ツ
を
主
と
し
た
染
形
に
よ
っ

て
、
昭
和
１
１
年
（
１
９
３
７
年
）

秋
・
文
部
省
美
術
展
（
文
具
）
に

初
入
選
、
昭
和
1
7
年
（
１
９
４
２

年
）
　
・
1
9
年
（
１
９
４
４
年
）
の

新
文
具
に
お
い
て
「
特
選
」
に
入

選
し
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、
広
川
ら
と
「
示
風
合
」

を
結
成
し
、
美
術
造
形
運
動
を
展

開
、
ま
た
、
染
色
界
の
ホ
ー
プ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

し
て
日
本
美
術
展
（
日
展
）
の
審

査
員
・
日
展
会
員
に
推
挙
さ
れ
後

進
の
育
成
や
染
織
界
の
発
展
に
多

大
な
寄
与
を
果
た
し
、
昭
和
3
2
年

に
は
、
母
校
で
あ
る
稲
葉
中
学
校

の
「
校
旗
図
案
」
を
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
3
8
年
（
１
９
６

３
年
）
以
降
は
、
日
展
へ
の
出
品

は
行
わ
ず
、
注
文
に
よ
る
作
品
制

作
を
行
い
「
名
古
屋
帯
」
を
中
心

に
作
品
を
残
し
、
同
時
に
花
弁
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
独
特
な
作
風
を

生
み
出
し
、
着
物
愛
好
者
か
ら

ノ
ー
／
）
Ｉ
Ｉ
ト
　
　
　
ー
。
」
ノ
Ｍ
ｑ
一
－
「
ｒ
ｊ
ど
４
ｔ
ノ
」
一
ｙ
ｗ
／
ｊ
　
一

ご
市
の
空
木
こ
称
さ
れ
ま
し
た
。
一

　
今
ま
で
栃
木
県
立
美
術
館
・
壬

生
町
に
お
い
て
も
、
空
本
の
偉
業
・

に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
幻

の
名
工
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。

　
吋
教
育
委
員
会
で
は
、
第
1
0
回

企
画
展
と
し
て
「
染
色
界
の
巨
匠
一

高
久
空
木
」
回
顧
展
を
1
0
月
に
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
　
一
節
　
言

明
活
4
1
年
　
稲
葉
村
に
生
ま
れ
る

昭
和
７
年
　
日
本
美
術
学
校
卒
業

昭
和
Ｈ
年
　
文
展
初
人
選

昭
和
1
5
年
　
奉
祝
展
人
選

昭
利
1
7
年
　
新
文
展
特
選
受
賞

昭
和
1
9
年
　
新
文
展
特
選
受
賞

昭
和
茫
乎
　
示
風
合
創
設
に
参
加

昭
和
2
8
年
　
日
展
審
査
員

昭
和
3
2
年
　
稲
中
「
校
旗
」
制
作

昭
和
3
3
年
　
特
日
展
会
員

昭
和
3
4
年
　
栃
木
県
出
身
犬
家
作

　
　
　
　
　
品
展
出
品

昭
和
5
3
年
　
帝
国
ホ
テ
ル
「
空
木
。

　
　
　
　
　
尚
子
「
倍
二
人
展
」

昭
和
6
3
年
　
高
島
屋
「
空
木
・
尚

　
　
　
　
　
子
（
倍
二
人
展
）

平
成
元
年
　
高
島
屋
「
染
織
巨
匠

　
　
　
　
　
展
」
出
品
（
～
５
年
）

平
成
５
年
　
壁
威
に
て
没
す
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